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【臨床・研究】

大学1年生における子宮がんに

対するアンケート調査

キーワート

近年本邦において,子宮頸癌発症が若年化している。厚生労働省は20叫年に20歳以上の

女性に子宮がん検診を行うよう指針を出したが,20代女性の受診率は約20%と極めて低い。

今回,大学1年生における子宮がんに関する知識や希望を知るために,アンケート訓査を行っ

た。剣象はA大学1年生274名で,子宮がんについて「名前も病気も知っている』と答えた

学生は12.8%と少なく,子宮がんに関する教育が不十分な現状が明らかになった。がん杉爺今

に希望する条件は,「プライバシーの守られた医療機関で,ゆっくり説明してもらえる』「料

金が無料,安い」「検診の精度が信頼できる」の3項目を選んだ学生が}H数以上あった。以

上の結果より,高校生以上の女性に文、1'して子、宮がんについて教育することが急務であるとぢ

えられた。医号沸矧判においては,若い女性が子・宮'がん杉途今を受診しゃすく,ゆっくり説明を

聞くことができる体制を構築することの必要性が示唆された。
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大学1年生,子宮がん検診, HPV,アンケート誹1査
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近年本邦において,子宮頸癌発症の若年化が進

行している。子宮頸癌の原因はHumanpaP辺oma

ⅥNS(HPV)感染であること力Ⅷ刀らかになり,

2004年に厚生労働省は検診受診対象を20歳以上の

女性にする指針を出Lだ'。しかし,現在の20代女

性はHPV感染にっいて性教育を受けていない年

代であり,発癌の高危険群であるにもかかわらず,
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検診受診率は約20%"と欧米に比して極めて低い。

今回, A大学1年生を対象に,子宮がんに関す

る知識や希望を知る目的で,アンケート調査を行っ

たので報告する。

対象と方法

20四年7 河に,著者が講義を行'つたA大学2学

凱Ⅱ年生のうち,研究の目的を説明し同意の得ら

れた学生にアンケート調査を施行した。質問紙の

回収率は95.3%(2釘/295)で,そのうち回答が不

十分であったものを除いた274名(有効回答率兜.9

%)を分析対象とした。対象の背景は,平均年齢
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18.6土1.4歳(18~38歳),男女別では男子130名

(平"リ下t船18.7土2.0歳),女子N4名(平均年齢

18.5士0.6歳)であった。

方法は,必修の一般教養科・目講義後に,アン

ケートを配布した。これらの調査はプライバシー

に十分配慮し,研究目的以外に用いることは決し

てないことを説明し,無記名で回収した。調査内

容は他の調査を参考に①年齢,性別②子宮頚が

ん・HPVに対する知識③希望するがん検診につい

て尋ねた。統計処理はχ1矣定を行い,5%米満で

有意差ありとした。

鋪4 弓 2009 い杓攻21年12j])

の授業15%,本・判尻志12.5%,母親から7.5%,医

療機関 5 %,ノーベル賞展2.5%であった。

2)「子宮頚がんの原因は HPV (ヒト・パピロー

マウイルス)であることを知っていますか?」と

いう問いに文寸して,「よく知っている」は6,2%

(17/274)で,「名前は知っているがどのような病

気を起こすウィルスかは知らない」は20.8%(57/

274),「何も知らない」は73.0%(200/274)で

あった。

3)「子宮頚がん検診は20歳から受けることが推

奨されていることを知っていますか?」という問

いに文すして,「よく知っている」は8.8%(24/274)

で,「あまり知らない」「全く知らない」を合わせ

て91,2%(250/274)であった。男女別では「知っ

ている」と答えた男子は6.9%(9/130),女 fは

10.4% q5/144)で,有了念差はなかった。

4)「子宮頚がんは30代が最も多いことを知って

いますか?」という1剖いに対して,「よく知1つてい

るJ は5,8% a6/274)で,「あまり知らない」「令

く知1らない」を合わせて94.2%(258/274)であっ

メこ。

1)「あなたは子宮頚がんについて知っています

か?」という問いに対して,「名前も病気も矢1_1つて

いる』は12.8%(35/27心で,「名前だけ知ってい

るが病気にっいては知らない」は63.1% a73/

274),「何も知1らない」は24.1%(66/274)であっ

た(図 1)。男女別では「名前も病気も知1つてい

る」と答えた男子は14.6%(19/13の,女fは11.1

%(16/144)で,有愆羌はなかった。「名前も病

気も知っている」と答えた人のうち,知識を得た

方法(複数同答あり)はテレビ番組57.5%,学校

結 果

( 203 ) 器

、何も、、
知らな、い
24%

名前も病気も

入や、欝、知っている
1ゞー'ノ・、昂゛,ぶン'才ミ、 13六1

■,、>゛女キJ爽ミ,弐J'ミ竜ミyな

'、、、ー' 1、、1g、タ

、'、4 註&.

5)「どのような条件ががん検診に必要だと思い

ますか?」(複数回答可)という問いに対しては,

「プライバシーの守られた医療機関で,ゆっくり説

明してもらえる」が74.1%,「料金が無料もしくは

安い」が備、3%,「検診の精度が信頼できる」が

51.5%,「検診車で,学校や家の近くでできる」が

31,4%,「大学祭やイベントなどに併せて行う」が

9.1%,「精度はやや落ちても自分で出来るキット」

力巧.1%であった。「その他」は0.フ%で「希望した

ら健康診1析でできること,ポスターなどの情穀が

必要』であった。女子のみでは,「プライバシーの

守られた医療機関で,ゆっくり説明してもらえる」

が72,2%,「料・金が無料もしくは安い」が68.1%,

、ι,

名前だけ
知っている

63%

図1 子宮がんについての知識
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「検診の精度が信頼できる」が54.9%,「検診車で,

学校や家の近くでできる」が34.0%,「大学祭やイ

ベントなどに併せて行う」力四.フ%,「精度はやや

落ちても自分で出来るキ、,ト」が3.5%であっ九

(表D。いずれの項目においても,男女問に有意

斧{論忍められなかっ九。

近年人邦において,性交併赦介年齢の低齢化に"

1人1して f宮頸焔発袖ψ)打作化か進行している。丁

工經則"の原因は HPV 感染であることが明らかに

なり, HPV ワクチンがⅢ1発され人邱においても午

内の発光が予定されている。また,30歳以上の女

性においては,ネ剛泡診・ HPV テスト併用検診の

有用性が報告されている"。

しかし,20代女性における HPV感染は非常に

高*で,多くは一過性感染で消失するため, HPV

検査は推奨されていない"。一方,子宮頸音際醐包

診は症例対照研究・コホート可侈tにより,明確に

有効とされており",厚生屶'働省は2004年に20歳

以上の女陛に子宮がん検診を行うように指針を示

した"。しかし, HPV感染とΥ下江則轟発焔の関速

性が証明されたのは最近の知兒で山り,現在の20

代女性はHPV感染に関述したル教育を令く受け

ていない。そのため10代から性父経!験*が,高く発

焔の,宕r劇瑜群であるにもかかわら司', 1b、町村の広

帳やマスコミからしか知識を得る方法がなく,子

宮がん検診受診*は約20%と欧米に比して極めて

低い。

本研究ではこうした背景を考慮して,大学1年

生を対象に子宮がんに関する知識や希望について

アンケート調査を行った。まず,子宮がんに関す

る知識の状況は「名前も病気も知っている」と答

えた学生が12,8%と予想以上に少なかっ九。知識

考
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表1 がん検診に希望する条件(%)

(A大学1年生への質問紙調査による)

プライバシーの守られた医療機関

料金が無料、安い

検診の精度が信頼できる

検診車で学校や家の近くでできる

大学祭やイベント1こ併せて行う

自分で出来るキット

そのイ也希望したら健康診断でできる
ボスターなどの情報

条件

を得た方法はテレビ番組が最も多く,続いて学校

σリ受業,本・雑誌,母楽見からであり,子宮がんに

僕1する教育が不十分な現状が明らかになった。

HPVの知識や子宮頚がん検診の有用性について

は,知っていると答えた学牛.はさらに少なく,女

子においても同様の結果であった。ー'投女性にお

けるアンケート朋査によると,子宮がん検診米受

診者が受診しない理由は則剖削がない」「費用がか

かる」に次いで,検診に関する「恬報不足」や子

宮頚がんに関する欣畷哉不足1 であると報告され

ている"。20歳以上の女'性において子宮'頚がん検診

が推奨されていることをぢぇると,高校生以上の

女性に対して子宮がんについて十分に教育するこ

とが急オ劣であると思われた。我々は,学校・地域

において性教育講演会を行っているが",特に高

校・大学においては,性感染症の説1明の中で必ず

HPV感染や子宮がん検診の必要性を話している。

ま九,イベントや,ホームページ"による啓発活動

を行っている。今後もあらゆる機会をとらえて,

啓発活動を行うことのιJ妥吐が確認された。

がん検診に希望する条件としては,「プライバ

シーの守られた医療機関で,ゆっくり説明しても

らえる」,畔斗金が無料もしくは安い」,「検診の精

度が信頼できる」を選んだ学生が半数以上あった。

反対に「検診車で,学校や家の近くでできる」,

「大学祭やイベントなどに併せて行う」,「精度はや

全体(n*274)女子(n*144)
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や落ちても自分で出来るキット」を選んだ学生は

少数であった。本邦においては,子宮頚がん検診

は検診車による出張方式と,施設検診による集団

検診で全国的に普及したが,最近の若い女性にお

いては杉途今車を利用した集団検診というスタイル

が好まれず新規受診者が減少傾向にある゜、川。本研

究でも,現在の大学生はプライバシー権や自己決

定権の浸透した時代に育っており,プライバシー

の尊重やインフォ ,検診の粘ムド・コンセント
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度を重視していることがわかった。さらに学生は

経済的に余裕がないため,畔斗金が無料もしくは安

い」ことを希望しており,現在自治体で行われて

いる「20歳の無料クーポン券配布」は有効と老え

られた。

今後,医療機関においては,若い女性が子宮が

ん検診を受診しゃすく,ゆっくり結果の説明を聞

くことができる休制を構築することの必要性が示

唆された。
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